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取　組　状　況
1.遠隔授業でも学生がわかりやすい授業環境を構築し，対面と同じ状況を作り出す
ことで，学力の低下を防止した．全ての授業を課題ではなくオンラインとし，
GoogleMeetの特徴を活かした，さらにJamboardの特殊な使い方を行い効果を得
た．．
2.ネットワーク系授業において，学生の事前知識の高まりを踏まえた，より理解が
深まるわかりやすい授業を展開した．教科書に掲載されていないような問題や，で
きるだけ説明をさせる問題を作成して，考えさせる授業や取り組みを行った．
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